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公益社団法人 鶴ヶ島市シルバー人材センター 

令和７年度事業報告 

(令和７年４月１日～令和８年３月３１日) 

 

１ はじめに 

令和 7年度は、当センターが設立４０周年の節目の年であった。 

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の改正により７０歳までの定年延長が企業の努

力義務になるなどを起因とし、新入会員の高齢化が予想を超えて進んでいる。さらに既存会

員の一層の高齢化が進展し、このことから退会者の増大を生み、一時期退会抑制効果を発揮

したゴールド会員制度や当センターの独自施策である会費減免制度もその利用者の減少に

より、会員減少に歯止めが掛からない状況が継続している。会員拡大を推進と退会者抑制は

喫緊の重要課題といえる。 

  今後の当センターの最大の課題は、８０歳を超えても活躍できる就業環境の整備である。

そのためには、多様な働き方のできる環境やワークシェアリングの推進が肝要となる。 

 

２ 事業概要 

（１）事業収入 

令和２年度に新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を受け、大幅に業績を落とす

結果となったが、令和３年度には僥倖にも対前年度比２．２％増に転じ、令和４年度は 

０．３％増と対前年度の契約高を上回り、回復傾向を示した。令和６年度には対前年度比２．

３％増の３億６９２０万円で、事業計画の目標額３億６５００万円を上回ることができた。 

令和 7年度もこの勢いはとまらず、令和７年度の契約額は３億９３１０万円、率にして 

６．５％の大幅な増額となった。ただし、こうした契約高の増嵩は、近時の最低賃金の大幅

引き上げも大きな要因になっていることに留意しなければならない。最低賃金は、令和４年

が４．１％、令和５年が４．１５％、令和６年が４．８６％、令和７年が５．８４％の大幅

増の改定となっている。 

  ＜契約金額（請負・派遣の合計）の実績＞           (単位：千円) 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

実 績 357,600 358,600 360,800 369,200 393,100 

（２）会員数 

全国的にシルバー人材センターの会員数は減少傾向が強くなりつつある。そのような中、

当シルバー人材センターでも令和５年度以降は、退会抑制策として導入し、一時は効果的に

実績をあげたゴールド会員制度や会員会費減免制度がかつてのようには機能せず、結果と

して令和６年度は、令和５年度より５３人の会員減で６６３人となり、７００人台を割り、

令和７年度も退会者の伸びは止まらず、年度末の会員数はさらに１２人減となり、６５１人

となった。何らかの対応策が必要である。 
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＜会員数の実績＞                       (単位：人) 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

実  績  ７５５   ７４５   ７１６ ６６３  ６５１ 

（３）就業率 

  新型コロナウイルス感染症の拡大から就業率も、令和２年度７４．７％、令和３年度 

７２．５％と大きく減少傾向を示していたが、令和４年度は７８．０％と大幅な回復を示し、

令和５年度においても７８．２％と、さらに０．２ポイントの増を示した。令和６年度は７

９．９％とさらに１．７ポイントの増を示すことができた。令和７年度は８０．２％とさら

に０．３ポイントの増を示すことができた。 

（４）指定管理事業「逆木荘の指定管理」 

鶴ヶ島市老人福祉センター「逆木荘」の指定管理については、令和５年度で指定期間が満

了となったが、選定の結果、当シルバー人材センターが令和６年度から令和９年度までの４

年間、市から再度指定管理者の指定を受けることができた。 

鶴ヶ島市老人福祉センター「逆木荘」の利用に関しては、新型コロナウイルス感染症の拡

大により、利用制限等の対策を行ったところである。その結果、コロナ前の平成 30年度の

月平均利用者数５，１９１人に対して、令和２年度には１，５５７人まで落ち込んだ。しか

し、いわゆるウィズコロナを踏まえた業務拡大等により、月平均利用者数は、令和 3年度が

２，６２５人、令和４年度には３，４３４人まで回復することができたが、一転して令和５

年度は３，３５０人で前年度に比較して月平均利用者数が８４人減少した。令和６年度にお

いては、３，３５９人まで回復し、令和７年度は３，４８６人と月平均利用者数が１２７人

増加した。 

利用者の状況を詳しく見てみると、当市の利用者数は、令和４年度が１，９９８人、令和

５年度が１，９９９人と１人増で横ばいであったが、令和６年度は２，１００人と令和元年

度以来の２，０００人台を回復することができ、令和７年度は２，２５８人と大幅に増加し

た。 


